
２００４年９月期決算説明資料

１１月２２日



実　　績

２０７．３２，７０２１，３０４４，００６当期純利益

△１６(+)１６(－)０少数株主損益

△１，４９１△１，２６１△２，７５２法人税等

１６５．１４，２０９２，５４９６，７５８税引前利益

投資有価証券売却益減△1,376

厚生年金基金代行返上益5,279

減損損失△2,144

連結調整勘定償却△1,944

特別退職金減2,515

－２，４１５△１，７１２７０３特別損益

持分法投資損益増889４２．１１，７９４４，２６１６，０５５経常利益

繊維増145､ﾌﾞﾚ-ｷ増479､紙減△188、化成品
増252、不動産増47、その他増103、全社費
用増△78

１８．９７６０４，０１８４，７７８営業利益

繊維増7,153､ﾌﾞﾚ-ｷ増636､紙増367、化成品
増1,434、不動産増4、その他増293

８．８９，８８７１１２，０１８１２１，９０５売上高

　主な要因増減率(%)前年同期比２００３年９期２００４年９期

百万円

１

［為替レート(円/ドル)　　１０８．４３　　１１９．８０　］



貸借対照表比較

CHOYA株式取得に伴うのれん代償却による△１，９２１１，９２１－連結調整勘定

評価差益減△4,564　売却△1,963　取得2,126△４，０７３１１８，００１１１３，９２８投資有価証券

取得5,194　償却△5,405，減損△2,106△３，５４３１０３，００３９９，４６０有形固定資産

日清紡増499　CHOYA減△752△３１２４１，３９４４１，０８２棚卸資産

主な増減内容増減２００４年３期２００４年９期（資産の部）

百万円

２

関係会社への債務保証の履行に備えるため－５０６５０６債務保証損失引当金

NAC増2,738　CHOYA減1,080１，９６７８，８２０１０，７８７長期借入金

厚生年金基金代行返上減△5,278△６，２８６２１，８４４１５，５５８退職給付引当金

CHOYA増463４８９４０，１２４４０，６１３短期借入金

主な増減内容増減２００４年３期２００４年９期（負債の部）

（自己株式保有数8,877千株）△４３△５，２２６△５，２６９自己株式

主な増減内容増減２００４年３期２００４年９期（資本の部）

日清紡従業員預金廃止減△3,263△１，８０８５６，０９７５４，２８９有利子負債の額

主な増減内容増減２００４年３期２００４年９期



セグメント別売上高
百万円

△３３，０６７△３２，２８５△３１，７１５消去

１２１，９０５１１２，０１８１１３，４４０売上高計

２０，９６０２０，１４１１８，９４４その他

２，８８６２，８０９２，６８４不動産

１９，３１２１７，８２７１７，６８１化成品

１５，９７５１５，６１９１４，５８２紙

４２，１５６４０，７８３４０，７３１ブレーキ

５３，６８３４７，１２４５０，５３３繊維

２００４年９期２００３年９期２００２年９期

３

(消去前の金額)
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百万円

繊維：国内はCHOYA，ﾅｲｶﾞｲｼｬﾂ新規連結により増収

　　　 海外は各社好調

ﾌﾞﾚｰｷ：国内・海外共新規受注増によりABSの減収を吸収し増収

紙　  ：新商品拡販等から増収

化成品：海外子会社好調により増収

不動産：安定収入

その他：PDP競争激化・価格下落も

　　　　ﾒｶﾄﾛ・電子機器需要増から増収



セグメント別営業利益
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繊維 ﾌﾞﾚｰｷ 紙 化成品 不動産 その他

４，７７８４，０１８２，０４７営業利益計

   △５８０     △５０２     △３４４全社費用

   △７７２   △８７５  △１，７６５その他

１，３６３       １，３１６       １，２８９不動産

５５４            ３０２３０１化成品

７３７       ９２５       ７６７紙

３，３４３      ２，８６４       ２，６９３ﾌﾞﾚｰｷ

１３３        △１２       △８９４繊維

２００４年９期２００３年９期２００２年９期

2002.9                   2003.9                2004.9

百万円

４

繊維　　：固定費削減、海外子会社増益から増益

ﾌﾞﾚ-ｷ　：国内・海外共受注増等から増益

紙　　　：原料ﾊﾟﾙﾌﾟ上昇、製品市況の悪化から減益

化成品：海外子会社好調から増益

不動産：安定収益

その他：ﾒｶﾄﾛ黒字化・電子機器赤字縮小・PDPﾌｨﾙﾀ-赤字幅拡大



繊維事業
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国内 海外 消去売上高

営業利益

　　　　2003.9                 　　2004.9           　　 　　　期初予想

５

　　2003.3　　　　　　　　　　　2004.9　　　　　　　　　　期初予想
△４９６－－P.T.ﾅｲｶﾞｲｼｬﾂ

１３３４０，６６０      △１２    ３３，５０７合計

２△１３，０２３             ３△１３，６１７消去

５０５５，７５５        ２４７  　５，５９４海外計

１３９１，９９５        １３０    １，９４２ニカワテックス

９７１，７７７     △６４     １，６７４ギステックス

２７３１，８８７        １８１  　１，９７８ﾌﾞﾗｼﾞﾙ日清紡

△３７４４７，９２８    △２６２  ４１，５３０国内計

△２７１４，４５７    △１３６  １３，３９１その他

△２４８６，３９４　　　　－　　　　－ＣＨＯＹＡ

△９９２７，０７７　△１２６ ２８，１３９日清紡

営業利益売上高営業利益売上高

９月期　　２００４年９月期　２００３年

（売上高）増収

　CHOYA他新規連結分加算

　海外子会社増収

（営業利益）黒字転換

　国内は固定費削減等もCHOYA不振から減益

　海外はｷﾞｽﾃｯｸｽの黒字転換をはじめ増益



ブレーキ事業
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百万円 国内 海外 ABS

売上 高

営業利益

６

　　2003.9　　　　　　　2004.9　　　　　　期初予想

３，３４３２７，８１３    ２，８６４    ２７，１７７合計

△５８△１４，３４３△４２△１３，６０６消去

７９６７，８９６       ７８７    　７，４１３海外計

５７４３，８４７        ６１３　    ３，５９３セロン

２０３１，１７８       １７８      ９８８ソンプーン

１９２，８７１         △４   　２，８３２オートモーティブ

２，６０５３４，２６０    ２，１１９   ３３，３７０国内計

３８６５，７５４    ３５８   ６，２３１ＡＢＳ

１５２１３，９９０　　　１５７　１３，５２２その他

２，０６７１４，５１６　１，６０４ １３，６１７日清紡

営業利益売上高営業利益売上高

９月期　　２００４年９月期　２００３年

（売上高）増収

　　ABS製品のｺﾝﾃｨﾈﾝﾀﾙ･ﾃｰﾍﾞｽへの移管による減収を

　　国内・海外の新規受注増により吸収

（営業利益）増益

　　国内・海外の受注増



紙製品事業
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百万円 家庭紙 洋紙

売上高

営業利益

７

　　2003.9　　　　　　　　　　2004.9　　　　　　　　　　期初予想

７３７１４，０８７      ９２５  １３，７２０合計

△２△１，８８８             ４△１，８９９消去

４５４７，９５２       ４０４     ８，０１４洋紙計

△５６２，４２３         △１  　２，４７０その他

５１０５，５２９     ４０５   ５，５４４日清紡

２８５８，０２３    ５１７   ７，６０５家庭紙計

０２，１４７　　　　７９　２，１６０その他

２８５５，８７６　　４３８ ５，４４５日清紡

営業利益売上高営業利益売上高

９月期　　２００４年９月期　２００３年

（売上高）増収

　新商品の拡販

（営業利益）減益

　原料パルプ価格上昇・製品市況の悪化



化成品事業
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百万円 化成品 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

売上高

営業利益

８

　　2003.9　　　　　　　　2004.9　　　　　　　期初予想
５５４１７，５６９      ３０２  １６，１３５合計

△４△１，７４３５１△１，６９２消去

４３０９，４５３        １９７  　７，８５０ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成型計

１７２１，３１７        ８４    １，０１０浦東高分子

２２８２，９５３      ２８６     ２，５７５タイ高分子

３０５，１８３    △１７３  　４，２６５日本高分子

１２８９，８５９     ５４   ９，９７７化成品計

４９４，９６７　　　　６１　４，９３７その他

７９４，８９２　　△７ ５，０４０日清紡

営業利益売上高営業利益売上高

９月期　　２００４年９月期　２００３年

（売上高）増収

　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成型加工品国内猛暑の影響

　海外子会社受注増

（営業利益）増益

　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成型加工品好調



不動産事業
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百万円

百万円

９

　　　2003.9　　　　　　　　　　2004.9　　　　　　　　　　　期初予想

１，３６３２，４８２   １，３１６    ２，４７８合計

△１△４０４△１△３３１消去

１，３６４２，８８６   １，３１７  　２，８０９計

２１３１，０３３　　　２１７　　　　９８９その他

１，１５１１，８５３　１，１００ １，８２０日清紡

営業利益売上高営業利益売上高

９月期　　２００４年９月期　２００３年



その他事業
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百万円

百万円

売上高

営業利益

 　　2003.9                         2004.9                  　 期初予想

　　　　　2003.9                            2004.9                   期初予想
１０

△７７２１９，２９４    △８７５  １９，００１合計

△２１△１，６６６             ２△１，１４０消去

△７５１２０，９６０△８７７２０，１４１計

△４４２７，６７４    △５０５   ８，０００その他

△２２６１，２９４    △１０５   １，５９３ＰＤＰ

△１５７７，８８３　△２２３　７，０５３電子機器

７４４，１０９　　△４４ ３，４９５メカトロニクス

営業利益売上高営業利益売上高

９月期　　２００４年９月期　２００３年

（売上高）増収

　メカトロ：自動車関連向け受注増

　電子機器：半導体需要増０

　ＰＤＰﾌｨﾙﾀｰ：競争激化・価格下落

（営業利益）赤字縮小

　メカトロ：売上増

　電子機器：人件費等削減

　ＰＤＰﾌｨﾙﾀｰ：価格下落

※ＰＤＰ用ﾌｨﾙﾀｰ事業は平成１７年３月を目途に撤退。



通期予想
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1003,9198,300当期純利益
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△1005,1005,000不動産

60033,90034,500化成品

40029,80030,200紙

4,30050,70055,000ブレーキ

△5,10088,40083,300繊維
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実績

－△1,200△1,200全社

△1,00011,00010,000営業利益計

△450△700△1,150その他

1002,5002,600不動産

－1,0001,000化成品

△1002,0001,900紙

8505,0005,850ブレーキ
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2005.3

予想

売上高

営業利益

百万円 百万円

百万円

１１

◎これまでの事業再構築に向けた諸施策が収益に結びつき、増収・増
益と予想

(売上高)
ABSの営業移管による減収を、繊維事業の新規連結CHOYAの売上加
算もあり増収
(営業利益)
事業再構築に向けた施策が収益へと転換
(経常利益)
持分法適用会社の増益
(特別損益)
厚生年金基金代行返上益の計上、減損損失計上



経営３ｶ年計画２００６
(2004.3～2006.3)

本年度スローガン

「収益力の一層の強化と売上の拡大」

◎基本事項

   収益力を強化して、企業価値の増大を目指す。

◎重視事項

   ・事業計画：セグメント別事業計画を策定し、実施結果を確認する。

   ・業績評価：業績評価基準により、毎期セグメント別業績を評価。

   ・連結経営：グループ会社の経営力を強化。

   ・新規事業：研究開発テーマの事業化を全社的に推進。

億円
億円売上高

営業利益

１２

２，４８０

４００

５０

３４５

３０２

５５０

８３３

（予想）

２，５００２，４５０２，２６９２，３７０　計

４４０４３０４０４４１０その他

５５５５４９５５不動産

３７０３５０３２１３３０化成品

３２５３１０２９０２９０紙

５２０５１５５２１５１５ブレ－キ

７９０７９０６８４７７０繊維

2006.3
　計画

2005.3
　計画（実績）

2004.3
　計画

   １００

 △１２

△１１．５

　　２６

　　１０

　　１９

５８．５

　　１０

（予想）

△４△８△１１△１０その他

１２５１１０８５９０　計

－－△１１－全社

２５２５２６２４不動産

１１８６５化成品

１５１３２０１２紙

５８５３４８４２ブレ－キ

２０１９７１７繊維

2006.3
　計画

2005.3
　計画（実績）

2004.3
　計画



当社製品（１）

ノンケアの特長■

・ 洗濯後も干すだけで美しい仕上がり

・ 綿１００％の上質な風合い

・ 縫い目の細かいシワも気にならない仕上がり

・ 一日中着用しても型崩れしない

１３

日清紡SSPは、夢の革新技術「液体アンモニア加工」によって、綿を

はじめとするすべてのセルロース繊維の性質を根本的に変化させ、
さらに、縫製の後にノーアイロンレベルの形態安定性を持たせるポス
トキュアの手法を採用することにより、高度の形態安定性を付与した
ノーアイロン製品です。

                  SSP                                         通常品

ブレーキライニング
＆アッセンブリー

ドラムブレーキ用の摩擦材で
あるブレーキライニングは、
軽自動車から大型トラック・バ
スまで幅広く採用されていま
す。信頼できる制動力と、様々
な条件下での性能安定性や
耐久性を持ち、皆様の安全を
サポートしています。

ディスクパッド
＆アッセンブリー
ディスクブレーキに装着され
る摩擦材であるディスクパッ
ドは、普通乗用車をはじめ、
軽自動車、スポーツカー、ト
ラックなどの大型車用まで
幅広いラインナップをそろえ
ています。優れた制動力と
心地よい制動フィーリング、
また様々な条件下での性能
安定性や耐久性も実現して
います。



アンチロック・ブレーキ・
システム

ＡＢＳを装着することによ
り、雨天時や雪道、悪路
などで急ブレーキをかけ
た場合でも、車輪のロッ
クを防止し、スピンせず
にハンドル操作ができる
ため、安定した制動・停
止をすることができます。

自然の恵みの中で育った
ピュアコットンをミックス。
いままでにないやさしさと
やわらかなフィーリングに
仕上げました。赤ちゃんか
らご年配の方まで、安心し
てお使いいただけます。

コットンから生まれた
やわらかティシュ

 「コットンフィール」

当社製品（２）

１４

高級感のある上質な風合いと高度な印刷適
性をそなえた高級印刷用紙です。
書籍、ポスター・カタログ・カレンダー、ステー
ショナリーなどに使用されています

ファインペーパー

スタビリティコントロール（ESP）

スタビリティコントロール（ＥＳＰ）
は、すべりやすい路面で自動車
のハンドルをきっても、安定した
走りを得るために開発された最
新のシステムです。

毎日のシャワートイ
レをもっと快適にす
るトイレットティシュ

家庭紙の豊富な商品バリエーション



モビロンは、弊社独自の技術で開発した熱可塑性ポリウレタンエラストマー（TPU）

です。テープやコード状など多様な形状に成形可能です。

独自の技術で開発したガラス状（アモルファス）カーボンは、
従来の炭素材料と異なり、気孔のない緻密な等方性組織
が特徴です。

ガラス状カーボン

「エアライトフォーム」のブラ
ンドでおなじみの当社硬質
ウレタンフォームは、お客様
の要望に応じ、いろいろな
形で販売しております。 「エ

アライトフォーム」は、その
優れた断熱性を生かし、冷
凍船・冷凍コンテナ等のコー
ルドチェーン関連、ＬＮＧ、Ｌ
ＰＧの超低温プラント関連及
び 住宅設備、建築関連に
使用されています。 又、断

熱材分野以外にも、土木分
野、合成木材、スポーツ用
品等、幅広い 用途がありま

す。

当社製品（３）

１５

　プラスチックファン業界においてはNo.1シェアを

誇っておりますが、その最大の要因は回転体技術で
あります。空体力学を駆使して風量、風圧、騒音、回
転数など、バランスのとれた性能を実現しております。

クロス・フロー・ファン



燃料電池用セパレーター

水の電気分解とは逆に、水素と酸素を結合させて
水をつくることで電気を起こす「燃料電池」。燃料電
池の種類はいくつかありますが、燃料電池事業部
では、固体高分子型燃料電池の心臓部にあたるカー
ボンセパレーターを開発し、量産を開始しています。

当社製品（４）

１６

高温から低温まで、幅広い温度条件に対応可能

日清紡・電気二重層キャパシターは、実装性に優れた角型構造
を採用。
従来の円筒形のキャパシターに比べ、大幅な省スペース設計が
可能になりました



（電子機器）

（メカトロニクス）

当社製品（５）

（無線通信機器）

（電子応用機器）
（超音波関連機器）

１７

ソーラーバッテリー製造設備

シミュレーター
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